
(57)【要約】

【課題】　記録及び／または再記録可能なディスク上に

記録されたデータを使用者が所望しない記録または消去

から保護する。ための記録防止技術を提供する。

【解決手段】　リードイン領域およびリードアウト領域

および使用者データ領域を有する記録及び／または再記

録可能な記録媒体と、記録媒体を入れるケースを備えた

カートリッジとを具備し、前記記録媒体は、所望しない

記録または消去から記録媒体上に記録されたデータを保

護するために記録防止情報を貯蔵するとともに、前記記

録媒体は、ＤＶＤまたはＤＶＤ－ＲＡＷまたはＤＶＤ－

ＲＷまたはＤＶＤ－Ｒのいずれか一つの規格を満足する

媒体であることを特徴とする。

【選択図】　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 リ ー ド イ ン 領 域 と 、 リ ー ド ア ウ ト 領 域 と 、 使 用 者 デ ー タ 領 域 全 体 と を 具 備 す る 記 録 可 能
お よ び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 と 、
　 記 録 媒 体 を 収 納 す る ケ ー ス を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ と
　 を 具 備 す る 貯 蔵 装 置 で あ っ て 、
　 記 録 媒 体 は 、 記 録 媒 体 上 に 記 録 さ れ た デ ー タ を 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 す る
た め に 、 記 録 防 止 情 報 を 、 同 時 に 、 冗 長 に 貯 蔵 し 、
　 記 録 媒 体 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ （ デ ジ タ ル 多 用 途 デ ィ ス ク － ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ ） で
あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ケ ー ス は 、 記 録 防 止 の た め の 認 識 ス イ ッ チ を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ケ ー ス は 、 記 録 防 止 の た め の 認 識 ス イ ッ チ を 有 し な い
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 記 録 媒 体 は 、 記 録 媒 体 上 に 記 録 さ れ た デ ー タ を 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 す る
た め に 、 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 し 、
　 記 録 防 止 情 報 は 、 記 録 媒 体 の 物 理 的 に 分 離 し た 位 置 に 貯 蔵 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 記 録 媒 体 は デ ィ ス ク で あ り 、 か つ 、 記 録 防 止 情 報 は 、 リ ー ド イ ン 領 域 に 貯 蔵 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 記 録 防 止 情 報 は 、 ４ 回 冗 長 に 貯 蔵 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 記 録 媒 体 の 記 録 防 止 状 態 ま た は 非 記 録 防 止 状 態 の 判 断 は 、 エ ラ ー 無 し に 読 み 出 さ れ た 冗
長 に 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 に 基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 記 録 媒 体 の 記 録 防 止 状 態 ま た は 非 記 録 防 止 状 態 の 判 断 は 、 エ ラ ー 無 し に 読 み 出 さ れ か つ
一 致 し た 記 録 防 止 状 態 デ ー タ を 有 す る 複 数 の 冗 長 に 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 に 基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 記 録 媒 体 は デ ィ ス ク で あ り 、 か つ 、 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 は 、 リ ー ド イ ン 領 域 に 冗 長
に 貯 蔵 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 新 た な デ ー タ の 記 録 を 防 止 す る 状 態 に 設 定 さ れ て い る 記 録 媒 体 の 記 録 防 止 状 態 ま た は 認
識 ス イ ッ チ の 記 録 防 止 状 態 に 応 答 し て 記 録 媒 体 上 へ の 新 た な デ ー タ の 記 録 が 防 止 さ れ る よ
う に 、 認 識 ス イ ッ チ お よ び 記 録 防 止 情 報 が 提 供 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 リ ー ド イ ン 領 域 と 、 リ ー ド ア ウ ト 領 域 と 、 使 用 者 デ ー タ 領 域 全 体 と を 具 備 す る 記 録 可 能
お よ び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 と 、
　 記 録 媒 体 を 収 納 す る ケ ー ス を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ と
　 を 具 備 す る 貯 蔵 装 置 で あ っ て 、
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　 記 録 媒 体 は 、 記 録 媒 体 上 に 記 録 さ れ た デ ー タ を 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 す る
た め に 、 記 録 防 止 情 報 を 、 リ ー ド イ ン 領 域 に 、 同 時 に 、 冗 長 に 貯 蔵 し 、
　 記 録 可 能 お よ び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 記 録 防 止 情 報 は 、 ４ 回 冗 長 に 貯 蔵 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 記 録 防 止 情 報 の 長 さ は 、 少 な く と も １ バ イ ト で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 リ ー ド イ ン 領 域 は 、 デ ィ ス ク 識 別 地 域 を 具 備 し 、
　 デ ィ ス ク 識 別 地 域 は 、 該 デ ィ ス ク 識 別 地 域 に 冗 長 に 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 を 有 す る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 記 録 防 止 情 報 は 、 リ ー ド イ ン 領 域 の 少 な く と も １ つ の 欠 陥 管 理 領 域 お よ び ／ ま た は リ ー
ド ア ウ ト 領 域 の 少 な く と も １ つ の 欠 陥 管 理 領 域 に 貯 蔵 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 記 録 媒 体 の 記 録 防 止 状 態 ま た は 非 記 録 防 止 状 態 の 判 断 は 、 エ ラ ー 無 し に 読 み 出 さ れ た 冗
長 に 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 に 基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 記 録 媒 体 の 記 録 防 止 状 態 ま た は 非 記 録 防 止 状 態 の 判 断 は 、 エ ラ ー 無 し に 読 み 出 さ れ か つ
一 致 し た 記 録 防 止 状 態 デ ー タ を 有 す る 複 数 の 冗 長 に 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 に 基 づ く
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 リ ー ド イ ン 領 域 と 、 リ ー ド ア ウ ト 領 域 と 、 使 用 者 デ ー タ 領 域 全 体 と を 具 備 す る 記 録 可 能
お よ び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 と 、
　 記 録 媒 体 を 収 納 す る ケ ー ス を 有 す る カ ー ト リ ッ ジ と
　 を 具 備 す る 貯 蔵 装 置 で あ っ て 、
　 記 録 媒 体 は 、 記 録 媒 体 上 に 記 録 さ れ た デ ー タ を 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 す る
た め に 、 前 も っ て 同 時 に 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 を 、 冗 長 に 貯 蔵 し 、
　 記 録 媒 体 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ （ デ ジ タ ル 多 用 途 デ ィ ス ク － ラ ン ダ ム ア ク セ ス メ モ リ ） で
あ り 、 か つ 、 記 録 防 止 情 報 の 長 さ は 、 少 な く と も ２ ビ ッ ト で あ る
　 こ と を 特 徴 と す る 貯 蔵 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 記 録 防 止 情 報 は 、 リ ー ド イ ン 領 域 に 冗 長 に 貯 蔵 さ れ る
　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の 貯 蔵 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ジ タ ル デ ー タ を デ ィ ス ク 上 に 記 録 及 び ／ ま た は 再 生 す る 光 記 録 及 び ／ ま た
は 再 生 分 野 に 係 り 、 リ ー ド イ ン 領 域 お よ び リ ー ド ア ウ ト 領 域 お よ び 使 用 者 デ ー タ 領 域 を 有
す る 記 録 及 び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 と 前 記 記 録 媒 体 を 入 れ る ケ ー ス を 備 え た カ ー
ト リ ッ ジ と を 具 備 し た 貯 蔵 装 置 （ 記 録 装 置 ） に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 １ 回 記 録 が 可 能 な デ ィ ス ク 規 格 の 代 表 的 な 例 と し て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ （ DigitalVersatile
 Disc-Recordable） 、 Ｗ Ｏ Ｒ Ｍ （ Write Once Read Many） が あ り 、 多 数 回 記 録 が 可 能 な デ
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ィ ス ク 規 格 の 代 表 的 な 例 と し て は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ （ Digital Versatile Disc Random Ac
cess Memory） 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ （ Digital VersatileDisc-Rewritable） が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 １ ９ ９ ７ 年 ７ 月 に 公 表 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 規 格 書 （ DVD Specifications forRewritab
le Disc, Part1 Physical Specifications Version 1.0） に よ れ ば 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ は デ
ィ ス ク を 装 着 す る カ ー ト リ ッ ジ を 使 用 す る よ う に な っ て お り 、 ま た 、 タ イ プ ２ 及 び タ イ プ
３ カ ー ト リ ッ ジ は デ ィ ス ク を ケ ー ス か ら 取 り 出 し て 裸 デ ィ ス ク の 状 態 に 使 用 で き る よ う に
な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 限 定 さ れ た Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の ３ つ の カ ー ト リ ッ ジ タ イ プ を 見 る と 、 タ イ プ １ カ
ー ト リ ッ ジ は 、 片 面 ま た は 両 面 デ ィ ス ク を 装 着 し 、 装 着 さ れ た デ ィ ス ク を ケ ー ス か ら 取 り
出 せ な い 構 造 か ら な っ て い る 。 タ イ プ ２ カ ー ト リ ッ ジ は 、 片 面 デ ィ ス ク を 装 着 し 、 装 着 さ
れ た デ ィ ス ク を 取 り 出 す こ と は で き る も の の 、 一 度 デ ィ ス ク を ケ ー ス か ら 取 り 出 せ ば デ ィ
ス ク が 取 出 さ れ た こ と を 認 識 す る 認 識 （ sensor hole） が 開 放 状 態 に 変 わ っ て 再 び 閉 じ な
い 構 造 か ら な る た め 、 デ ィ ス ク が ケ ー ス か ら 取 出 さ れ た か を 確 認 で き る よ う に な っ て い る
。 タ イ プ ３ カ ー ト リ ッ ジ は 、 デ ィ ス ク が ケ ー ス か ら 取 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る 認 識 溝 が
最 初 か ら 開 放 さ れ て い る た め 、 自 由 に ケ ー ス か ら デ ィ ス ク を 取 り 出 し た り 、 入 れ た り す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 カ ー ト リ ッ ジ に は 記 録 防 止 溝 （ write-inhibit hole： 記 録 防 止 の た め の 認 識 ス イ
ッ チ と も 称 す る ） を 有 し て お り 、 規 格 書 Ｐ Ｈ － ６ ９ 頁 に 記 録 防 止 溝 が 閉 じ て い る 場 合 に は
記 録 可 能 で あ り 、 記 録 防 止 溝 が 開 放 さ れ た 場 合 に は 記 録 で き な く な っ て い る 。 即 ち 、 使 用
者 が 記 録 し た デ ー タ を 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 し よ う と す る 時 に は 該 記 録 防 止
溝 を 閉 状 態 か ら 開 状 態 に 転 換 す る こ と に よ っ て 、 記 録 装 置 で 該 カ ー ト リ ッ ジ の デ ィ ス ク に
対 し て は 記 録 動 作 を し な い よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し 、 前 述 し た よ う に カ ー ト リ ッ ジ の タ イ プ の う ち タ イ プ ２ と タ イ プ ３ の カ ー ト リ ッ
ジ は 、 デ ィ ス ク を 取 出 し て ケ ー ス が な く て も 使 用 可 能 に な っ て い る 。 こ れ は 、 カ ー ト リ ッ
ジ を 使 用 し に く い ノ ー ト 型 パ ソ コ ン な ど の 薄 型 記 録 再 生 装 置 に お い て も デ ィ ス ク を 使 用 可
能 に す る た め で あ る 。 し か し 、 前 記 規 格 書 に は 、 カ ー ト リ ッ ジ の ケ ー ス に 取 付 け ら れ て い
る 記 録 防 止 溝 以 外 の 記 録 防 止 手 段 が 記 述 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 例 え ば 、 記 録 防 止 さ れ て い る ケ ー ス 上 に 装 着 さ れ た デ ィ ス ク の 場 合 に 使 用 者 の 必 要 に 応
じ て 、 即 ち カ ー ト リ ッ ジ が 使 用 で き な い 薄 型 記 録 再 生 装 置 な ど に 使 用 す れ ば 、 こ れ 以 上 記
録 防 止 溝 に よ る 記 録 防 止 は 有 効 で な い 問 題 が 発 生 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 Ｄ Ｖ Ｄ 規 格 に は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｏ Ｍ 規 格 （ DVD Specification for read only memo
ry） 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 規 格 （ DVD Specfication for recordable disc） の よ う に 関 連 さ れ た 規
格 が 数 多 く あ り 、 ま だ 制 定 さ れ な か っ た が 、 関 連 さ れ た 記 録 可 能 な 規 格 も 多 様 に 考 慮 し う
る 。 こ の よ う な 規 格 に は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 規 格 と 類 似 し た 規 格 を 有 し な が ら 反 復 記 録 再 生 可 能
な 規 格 、 既 存 規 格 の 記 録 密 度 を 向 上 し た デ ィ ス ク 規 格 な ど が 挙 げ ら れ る 。 通 常 、 こ の よ う
な 規 格 の 先 頭 に Ｄ Ｖ Ｄ と い う 名 前 が 付 さ れ る 関 連 さ れ た 一 連 の 規 格 を Ｄ Ｖ Ｄ フ ァ ミ リ ー （
DVD Family） と 称 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 一 方 、 コ ン ピ ュ ー タ 運 営 シ ス テ ム （ operating system） 等 で は 、 デ ー タ が 貯 蔵 さ れ て い
る フ ァ イ ル の 属 性 （ attributes） を 用 い て 記 録 さ れ た デ ー タ の 任 意 変 更 を 防 止 し う る 再 生
専 用 ま た は 記 録 防 止 な ど の 様 々 な 属 性 を 有 し て い る （ 運 営 シ ス テ ム に 応 じ て 多 少 の 差 は あ
る ） 。 し か し 、 フ ァ イ ル を 管 理 す る フ ァ イ ル シ ス テ ム よ り 下 位 レ ベ ル で デ ィ ス ク を 取 扱 う
場 合 、 例 え ば フ ァ イ ル シ ス テ ム を 通 じ な く デ ィ ス ク に 直 接 記 録 再 生 を し た り 、 デ ィ ス ク の
初 期 化 な ど の よ う に フ ァ イ ル シ ス テ ム 全 体 を 参 照 し な く 、 ま た は フ ァ イ ル の そ れ ぞ れ の 属
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性 を 詰 め な い 場 合 も 発 生 す る た め に 完 全 な 保 護 方 法 と は い え な い 。 実 質 的 に 、 裸 デ ィ ス ク
の 状 態 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ デ ィ ス ク を 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 動 作 か ら デ ー タ を 保 護 し う
る 記 録 防 止 方 法 が 備 え ら れ て い な い 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の 場 合 、 ケ ー ス を 用 い た り 、 裸 デ ィ ス ク の 状 態 で 使 用 で き る が 、 Ｄ Ｖ Ｄ
－ Ｒ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ の 場 合 は ケ ー ス を 使 用 し な い た め 、 さ ら に 裸 デ ィ ス ク に 対 す る 記
録 防 止 の 必 要 性 が 台 頭 さ れ て い る 。 も し 、 ケ ー ス を 使 用 す る 場 合 に は 、 ケ ー ス の 記 録 防 止
溝 を 用 い て 使 用 者 が 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 し う る 。 し か し 、 ケ ー ス か ら 分 離
し て 裸 デ ィ ス ク と し て 使 用 す る 場 合 、 ケ ー ス の 記 録 防 止 溝 を 全 然 使 用 で き ず 、 デ ィ ス ク そ
の も の で 解 決 す べ き で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ の 場 合 、 ３ ． ９ ５ Ｇ Ｂ 規 格 集 （ Ver.1.0） 、 ４ ． ７ Ｇ Ｂ 規 格 集 （ final draft
、 Ver.1.9） に は 裸 デ ィ ス ク に 対 す る 記 録 防 止 方 法 が 全 然 言 及 さ れ て お ら ず 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ
Ｗ の 場 合 は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ の 規 格 に 基 づ い た 規 格 作 成 が 進 行 さ れ て お り 、 バ ー ジ ョ ン １ ． ９ で
は ケ ー ス を 使 用 し な い こ と と 決 定 さ れ た が 、 後 の 規 格 集 に お い て ケ ー ス を 使 用 す る 場 合 （
例 え ば 、 応 用 （ application） の 拡 張 ） 、 既 存 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ で 使 用 し た 記 録 防 止 溝 に
よ る 記 録 防 止 方 法 の 以 外 に は 裸 デ ィ ス ク に 対 す る 記 録 防 止 方 法 が な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 も し 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ の 規 格 で ケ ー ス を 使 用 す る こ と に な る と 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ で 使 用 し
た 方 法 の 記 録 防 止 溝 に よ る 記 録 防 止 が 可 能 で あ る 。 し か し 、 使 用 者 の 不 注 意 に よ っ て 記 録
防 止 溝 を “ 禁 止 状 態 ” の 位 置 に し な か っ た 場 合 、 所 望 し な い 消 去 や 記 録 動 作 が 行 わ れ る 問
題 点 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 目 的 は 、 ケ ー ス を 使 用 す る デ ィ ス ク 上 に 記 録 防
止 情 報 を 貯 蔵 す る 記 録 媒 体 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 他 の 目 的 は 、 ケ ー ス を 使 用 し な く 裸 デ ィ ス ク の 状 態 で 使 用 す る 場 合 、 所 望 し な
い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 し う る 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る 記 録 媒 体 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の さ ら に 他 の 目 的 は 、 記 録 及 び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 上 に 記 録 さ れ た 情
報 を 所 望 し な い 記 録 ま た は 消 去 か ら 保 護 し う る デ ィ ス ク 記 録 及 び ／ ま た は 再 生 装 置 の た め
の 記 録 防 止 方 法 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 の 記 録 媒 体 は 、 リ ー ド イ ン 領 域 お よ び リ ー ド ア ウ ト 領
域 お よ び 使 用 者 デ ー タ 領 域 を 有 す る 記 録 及 び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 と 、 記 録 媒 体
を 入 れ る ケ ー ス を 備 え た カ ー ト リ ッ ジ と を 具 備 し 、 前 記 記 録 媒 体 は 、 所 望 し な い 記 録 ま た
は 消 去 か ら 記 録 媒 体 上 に 記 録 さ れ た デ ー タ を 保 護 す る た め に 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る と と
も に 、 前 記 記 録 媒 体 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｗ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ ま た は Ｄ Ｖ Ｄ －
Ｒ の い ず れ か 一 つ の 規 格 を 満 足 す る 媒 体 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 添 付 さ れ た 図 面 に 基 づ き 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る 記 録 媒 体 と 記 録 防
止 方 法 に 対 す る 望 ま し い 実 施 形 態 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 規 格 に よ る カ ー ト リ ッ ジ の 記 録 防 止 溝 を 示 す 斜 視 図 で あ っ て 、
記 録 防 止 溝 １ と デ ィ ス ク が ケ ー ス か ら 取 出 さ れ た か 否 か を 判 断 す る 認 識 溝 ２ の み が 部 材 番
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号 が 付 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に お い て 、 記 録 防 止 溝 １ は 、 閉 じ た 状 態 と な る と 記 録 可 能 な 状 態 と な り 、 開 放 さ れ
た 状 態 で は 記 録 禁 止 の 状 態 と な る 。 従 っ て 、 該 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 記 録 再 生 装 置 で は 、 記 録 防
止 溝 １ が 開 放 さ れ た 場 合 に は 外 部 か ら 記 録 命 令 が 印 加 さ れ て も デ ィ ス ク 上 の デ ー タ の 記 録
が 禁 止 さ れ る の で 、 所 望 し な い 記 録 動 作 か ら デ ィ ス ク 上 に 記 録 さ れ た 情 報 を 保 護 し う る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 規 格 に よ る デ ィ ス ク の 構 造 を 示 し て い る 。 デ ィ ス ク は 、 そ の 役
割 面 で 三 つ の 部 分 に 大 別 さ れ 、 各 々 リ ー ド イ ン 領 域 （ Lead-in area） 、 使 用 者 デ ー タ 領 域
（ User data area） 、 そ し て リ ー ド ア ウ ト 領 域 （ Lead-out area） に 区 分 さ れ て い る 。 一
方 、 物 理 的 な 特 性 面 で 記 録 可 能 な 領 域 と 記 録 不 能 な 領 域 と に 区 分 さ れ 、 特 に リ ー ド イ ン 領
域 は 、 最 内 周 部 分 に 記 録 不 能 の ピ ッ ト か ら な る エ ン ボ ス デ ー タ 地 域 （ Embossed data zone
） の 読 出 専 用 地 域 と 読 出 専 用 地 域 に つ な が る 記 録 再 生 可 能 な 再 記 録 可 能 デ ー タ 地 域 （ Rewr
itable data zone） と に 分 け ら れ る 。 こ れ に 対 し て リ ー ド ア ウ ト 領 域 と 、 使 用 者 デ ー タ 領
域 は 、 再 記 録 可 能 な デ ー タ 地 域 の み で 構 成 さ れ て い る 。 リ ー ド イ ン 領 域 の 読 出 専 用 地 域 に
は デ ィ ス ク の 物 理 的 な 規 格 に 対 す る 情 報 を 含 ん で い る 。 リ ー ド イ ン 領 域 の 再 記 録 可 能 な 地
域 と リ ー ド ア ウ ト 領 域 は 、 各 々 デ ィ ス ク の 欠 陥 情 報 を 記 録 す る た め の ４ 箇 所 の 欠 陥 管 理 領
域 Ｄ Ｍ Ａ １ ， Ｄ Ｍ Ａ ２ ， Ｄ Ｍ Ａ ３ ， Ｄ Ｍ Ａ ４ 、 デ ィ ス ク 製 作 社 で デ ィ ス ク の 状 態 を 確 認 す
る た め の デ ィ ス ク 試 験 地 域 （ Disc test zone） 、 記 録 再 生 装 置 で 記 録 及 び 再 生 を 試 験 し う
る ド ラ イ ブ 試 験 地 域 （ Drive test zone） 、 そ し て デ ィ ス ク 識 別 地 域 （ Disc identificati
on zone） と 各 地 域 を 連 結 す る 保 護 ト ラ ッ ク 地 域 （ Guard Track zone） と か ら 構 成 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の デ ィ ス ク 識 別 地 域 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 規 格 バ ー ジ ョ ン １ ． ０ の 場 合 に は 明 確 な 使 用
目 的 及 び 内 容 が 記 述 さ れ て い な い 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ３ （ Ａ ） と 図 ３ （ Ｂ ） は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 規 格 書 Ｐ Ｈ － １ ５ ５ 頁 か ら Ｐ Ｈ － １ ５ ８ 頁
に 亙 っ て 記 述 さ れ て い る 欠 陥 管 理 領 域 Ｄ Ｍ Ａ の デ ー タ 構 造 の う ち 、 特 に デ ィ ス ク 定 義 構 造
（ Disc Definition Structure： Ｄ Ｄ Ｓ ） 領 域 の デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ （ Disc certificatio
n flag） と グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ （ Group certification flag） の デ ー タ 構 造 を 示 し て い る
。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 欠 陥 管 理 領 域 は 、 デ ィ ス ク の リ ー ド イ ン 領 域 と リ ー ド ア ウ ト 領 域 に 各 々 ２ つ ず つ ４ 箇 所
（ Ｄ Ｍ Ａ １  ＆  Ｄ Ｍ Ａ ２ ， Ｄ Ｍ Ａ ３  ＆  Ｄ Ｍ Ａ ４ ） が 存 在 し 、 そ れ ぞ れ の 領 域 は 、 全 く 同
一 な 情 報 を 相 異 な る 場 所 に 貯 蔵 し て お り 、 デ ィ ス ク の 欠 陥 ま た は 初 期 化 と 関 連 さ れ た 情 報
を 有 し て い る 。 こ の よ う に 同 一 な 情 報 を 、 図 ２ に 示 さ れ た よ う に 、 リ ー ド イ ン 領 域 に ２ 箇
所 （ Ｄ Ｍ Ａ １  ＆  Ｄ Ｍ Ａ ２ ） 、 そ し て リ ー ド ア ウ ト 領 域 に ２ 箇 所 （ Ｄ Ｍ Ａ ３  ＆  Ｄ Ｍ Ａ ４
） ず つ 各 々 別 に 記 録 し て お く の は 、 情 報 が デ ィ ス ク 上 の エ ラ ー 等 に よ っ て 使 用 で き な く な
る こ と を 防 止 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 デ ィ ス ク 定 義 構 造 （ Ｄ Ｄ Ｓ ） の バ イ ト 位 置 ３ 、 即 ち Ｂ Ｐ ３ に は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 さ れ た
デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ が 存 在 し 、 こ の デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ は 、 デ ィ ス ク の 初 期 化 状 態 を 示 す
情 報 （ In Process） 、 使 用 者 が デ ィ ス ク を 検 証 し た か 否 か を 示 す フ ラ グ （ User certifica
tion） 及 び デ ィ ス ク 製 作 者 が 該 デ ィ ス ク を 検 証 し た か 否 か を 示 す フ ラ グ （ Disc manufactu
rer certification） を 有 し て お り 、 バ イ ト 位 置 Ｂ Ｐ ３ に 記 録 さ れ て い る フ ラ グ の 情 報 は
全 体 デ ィ ス ク に 該 当 す る 情 報 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 バ イ ト 位 置 １ ６ か ら ３ ９ ま で （ Ｂ Ｐ １ ６ ～ Ｂ Ｐ ３ ９ ） 、 各 バ イ ト に は 、 図 ３ （ Ｂ
） に 示 さ れ た よ う な グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ が 同 一 な 形 態 （ configuration） に 存 在 し 、 こ の
Ｂ Ｐ １ ６ か ら Ｂ Ｐ ３ ９ に は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 規 格 １ ． ０ で 規 定 し た ２ ４ 個 の 記 録 領 域 、 即
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ち グ ル ー プ に 対 す る 初 期 化 情 報 を 有 し て い る 。 即 ち 、 各 グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ は 、 該 当 グ ル
ー プ の 初 期 化 状 態 を 示 す 情 報 （ In-Process） と 使 用 者 が デ ィ ス ク を 検 証 し た か 否 か を 示 す
フ ラ グ （ User certification） を 有 し て い る 。 こ こ で 、 グ ル ー プ は 、 デ ィ ス ク 上 の 記 録 領
域 中 の 特 定 領 域 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ４ （ Ａ ） 及 び 図 ４ （ Ｂ ） は 、 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る 欠 陥 管 理 領 域 の デ
ィ ス ク 定 義 構 造 領 域 の デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ と グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の デ ー タ 構 造 の 一 例 で あ
る 。 図 ４ （ Ａ ） に 示 さ れ た デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ の デ ー タ 構 造 は 、 図 ３ （ Ａ ） に 示 さ れ た デ
ィ ス ク 検 証 フ ラ グ の デ ー タ 構 造 と 比 較 す る と 予 備 さ れ て い た （ Reserved） デ ィ ス ク 検 証 フ
ラ グ の ｂ ４ ， ｂ ３ ビ ッ ト に ‘ Disc write protection’ 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 下 記 の よ う に 定
義 し う る 。
　 Disc write protection
　 　 　  b4,b3...00b: Disc is not write protected
　 　 　 　 　 　 　  10b: Disc is write protected
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Entire disc shall not be written to except for
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 drive
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 test area,and DMA area
　 　 　 　 　 　 　  11b: Disc is write protected
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Entire disc shall not be written to
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 These bits shall not be modified to other values
　 　 　 　 　 　 　  Others: Reserved
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 同 様 に 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 さ れ た グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の デ ー タ 構 造 を 図 ３ （ Ｂ ） に 示 さ れ
た グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の デ ー タ 構 造 と 比 較 す る と 、 予 備 さ れ て い た グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の
ｂ ４ ， ｂ ３ ビ ッ ト に ‘ Group write protection’ 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 下 記 の よ う に 定 義 し う
る 。
　 Group write protection
　 　 　  b4,b3...00b: Group is not write protected
　 　 　 　 　 　 　  10b: Group is write protected.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 User data shall not be written to this block
　 　 　 　 　 　 　  Others: Reserved
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ の ｂ ４ ， ｂ ３ ビ ッ ト の 条 件 及 び グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の ｂ ４ ， ｂ ３ の
条 件 は 、 次 の 表 １ に 示 さ れ て い る 。
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 前 記 表 １ に お い て 、 ソ フ ト 記 録 防 止 （ Soft write protection） は 、 記 録 防 止 を 解 除 で
き る 状 態 を 意 味 し 、 即 ち 再 び 該 当 ビ ッ ト ｂ ４ を “ ０ ” に 設 定 し て 記 録 し う る 状 態 に 変 え ら
れ る こ と を 意 味 し 、 ハ ー ド 記 録 防 止 （ Hard write protection） と は 、 記 録 防 止 が リ ー ド
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イ ン 領 域 及 び リ ー ド ア ウ ト 領 域 に も 適 用 さ れ て 一 度 記 録 防 止 と し て 設 定 さ れ る と 復 元 で き
な い 状 態 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 グ ル ー プ に 対 す る ハ ー ド 記 録 防 止 に 対 し て は 、 技 術 的 な 問 題 よ り は 実 質 的 に デ ィ ス ク の
一 部 を 完 全 に 記 録 不 能 に す る こ と が 使 用 者 に 何 等 の 利 点 を 提 供 で き な い だ け で な く 、 特 に
デ ィ ス ク 全 体 を 再 び 初 期 化 す る 時 に 、 該 当 グ ル ー プ を ど の よ う に 処 理 す る か 等 の 問 題 が あ
っ て グ ル ー プ に 対 し て は ハ ー ド 記 録 防 止 を 設 定 し な い こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ４ （ Ａ ） 及 び 図 ４ （ Ｂ ） で 提 示 さ れ た デ ー タ の 構 造 の よ う に デ ィ ス ク の 記 録 防 止 情 報
を 欠 陥 管 理 領 域 の デ ィ ス ク 定 義 構 造 に 記 録 し 、 同 一 な 記 録 防 止 情 報 を デ ィ ス ク 上 で ４ 回 重
ね て 記 録 す る こ と に よ っ て デ ィ ス ク 記 録 防 止 情 報 に 対 す る 強 靭 性 （ robustness） を 向 上 さ
せ う る 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 裸 デ ィ ス ク 状 態 に 使 用 さ れ て デ ィ ス ク 上 に 記 録 防 止 が 設 定 さ れ た 状 態 で 記 録 防 止 溝 が 記
録 可 能 状 態 と な っ て い る ケ ー ス に 再 び 入 れ て カ ー ト リ ッ ジ 状 態 に 使 用 し た り 、 ま た は デ ィ
ス ク の 記 録 防 止 が 設 定 さ れ ず 、 記 録 防 止 溝 が 記 録 防 止 状 態 に 設 定 さ れ た ケ ー ス に 入 れ て 使
用 す る 時 と 同 様 に デ ィ ス ク 上 に 貯 蔵 さ れ た 記 録 防 止 情 報 と ケ ー ス の 記 録 防 止 溝 の 状 態 と が
相 異 な る 場 合 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の よ う な 場 合 に は 、 何 れ か 一 方 で も 記 録 防 止 さ れ て い れ ば 記 録 防 止 状 態 に 処 理 す る こ
と が 望 ま し い 。 使 用 者 の 立 場 で は 、 所 望 し な い 記 録 が 行 わ れ て 重 要 な デ ー タ が 破 損 さ れ る
こ と よ り 記 録 が 行 わ れ な く て デ ー タ の 内 容 を 再 び 確 認 す る こ と が 望 ま し い か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ （ Ａ ） 及 び 図 ５ （ Ｂ ） は 、 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る 欠 陥 管 理 領 域 の デ
ィ ス ク 定 義 構 造 領 域 の デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ と グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の デ ー タ 構 造 の 他 の 例 で
あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ （ Ａ ） に 示 さ れ た デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ に 設 定 し た 記 録 防 止 情 報 の 場 合 に は 、 ハ ー ド
記 録 防 止 と ソ フ ト 記 録 防 止 と に 区 分 し な く 、 即 ち ハ ー ド 記 録 防 止 な し に ｂ ４ ビ ッ ト の み を
使 用 す る こ と も で き 、 下 記 の よ う に 定 義 さ れ う る 。
　 Disc write protection
　 　 　  b4...0b: Disc is not write protected
　 　 　 　 　 　 1b: Disc is write protected
　 　 　 　 　 　 　 　 Entire disc shall not be written to except for drive
　 　 　 　 　 　 　 　 test area,and DMA area
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ５ （ Ｂ ） に 示 さ れ た グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ も ｂ ４ ビ ッ ト の み を 使 用 し て グ ル ー プ の 記 録
防 止 情 報 を 貯 蔵 で き 、 下 記 の よ う に 定 義 し う る 。
　 Group write protection
　 　 　  b4...0b: Group is not write protected
　 　 　 　 　 　 1b: Group is write protected
　 　 　 　 　 　 　 　  User data shall not be written to this block
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の 場 合 に は 、 デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ の ｂ ４ ビ ッ ト と グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の ｂ ４ ビ ッ ト を
使 用 す る こ と が 望 ま し い 。 し か し 、 デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ ま た は グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の ｂ ４
ビ ッ ト を 使 用 し な く ‘ Reserved’ と し て 残 さ れ て い る 何 れ の ビ ッ ト を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の ｂ ４ ビ ッ ト を 使 用 し な く 、 即 ち ‘ Group Write Protection
’ フ ラ グ を 使 用 し な く て も よ い 。 こ れ は 、 デ ィ ス ク 上 の 特 定 の グ ル ー プ の み を 記 録 防 止 す
る 必 要 が な い デ ィ ス ク に 対 し て 有 効 で 、 こ の 場 合 に は 、 グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の ｂ ４ は ‘ Re
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served’ と し て 既 存 の 規 格 書 と 同 一 に 保 た れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 発 明 は 、 記 録 防 止 溝 が ケ ー ス に な い 場 合 に も 適 用 で き 、 こ の 場 合 に も デ ィ ス ク 上 に 記
録 さ れ た 記 録 防 止 情 報 を 用 い て 効 率 よ く デ ィ ス ク 上 の 情 報 を 保 護 で き る 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ６ （ Ａ ） 及 び 図 ６ （ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 記 録 防 止 方 法 の 一 実 施 形 態 に 係 る 流 れ 図 で あ っ
て 、 ま ず デ ィ ス ク が ケ ー ス に 装 着 さ れ て い る か を 判 断 し （ Ｓ １ ０ １ 段 階 ） 、 デ ィ ス ク が ケ
ー ス に 装 着 さ れ て い れ ば ケ ー ス 上 の 記 録 防 止 溝 の 状 態 を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ １ ０ ２ 段 階 ） 。
即 ち 、 記 録 防 止 溝 の 状 態 が 閉 状 態 な ら ば “ カ ー ト リ ッ ジ は 記 録 防 止 さ れ て い な い （ Cartri
dge is not write protected） ” を 示 し 、 開 状 態 な ら ば “ カ ー ト リ ッ ジ は 記 録 防 止 さ れ て
い る （ Cartridge is write protectd） ” を 示 す 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 Ｓ １ ０ １ 段 階 で デ ィ ス ク が ケ ー ス に 装 着 さ れ て い な か っ た り 、 Ｓ １ ０ ２ 段 階 で 記 録 防 止
溝 の 状 態 を チ ェ ッ ク し た 後 、 デ ィ ス ク 上 の 記 録 防 止 フ ラ グ を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ １ ０ ３ 段 階
） 。 即 ち 、 デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ と グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ 内 の 記 録 防 止 フ ラ グ を チ ェ ッ ク す る
。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 デ ィ ス ク と ケ ー ス の た め の 記 録 防 止 情 報 が 相 互 一 致 し て い る か を 判 断 し （ Ｓ １ ０ ４ 段 階
） 、 即 ち デ ィ ス ク に も 記 録 防 止 情 報 が 記 録 さ れ て お り 、 ケ ー ス の 記 録 防 止 溝 も 開 状 態 で あ
れ ば 、 デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ 内 の 記 録 防 止 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て い る か を
判 断 し （ Ｓ １ ０ ５ 段 階 ） 、 そ う で な け れ ば デ ィ ス ク と ケ ー ス の 記 録 防 止 情 報 が 一 致 し な い
こ と を 使 用 者 に 知 ら せ る （ Ｓ １ ０ ６ 段 階 ） 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 Ｓ １ ０ ５ 段 階 で デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ の 記 録 防 止 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て
い た り 、 Ｓ １ ０ ６ 段 階 で デ ィ ス ク の 記 録 防 止 情 報 と ケ ー ス の 記 録 防 止 溝 の 状 態 が 相 互 一 致
し な く て も デ ィ ス ク と ケ ー ス の う ち 何 れ か 一 つ で も 記 録 防 止 情 報 が あ れ ば デ ィ ス ク が “ ハ
ー ド 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て い る か を 判 断 し （ Ｓ １ ０ ７ 段 階 ） 、 デ ィ ス ク が “ ハ ー ド
記 録 防 止 ” に 設 定 さ れ て い れ ば 使 用 者 領 域 以 外 の リ ー ド イ ン 領 域 と リ ー ド ア ウ ト 領 域 と を
含 む 全 体 の デ ィ ス ク 上 に デ ー タ の 記 録 を 禁 止 し （ Ｓ １ ０ ８ 段 階 ） 、 そ う で な け れ ば ド ラ イ
ブ テ ス ト 領 域 （ drive testarea） と 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ Ｍ Ａ ） を 除 い た 使 用 者 領 域 に デ ー タ
の 記 録 を 禁 止 す る （ Ｓ １ ０ ９ 段 階 ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｓ １ ０ ５ 段 階 で デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ の 記 録 防 止 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て
い な い と グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の 記 録 防 止 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て い る か を
判 断 し （ Ｓ １ １ ０ 段 階 ） 、 グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ の 記 録 防 止 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設
定 さ れ て い れ ば 記 録 防 止 さ れ て い る 該 当 グ ル ー プ に デ ー タ の 記 録 を 禁 止 し （ Ｓ １ １ １ 段 階
） 、 そ う で な け れ ば 記 録 可 能 領 域 に デ ー タ の 記 録 を 許 容 す る （ Ｓ １ １ ２ 段 階 ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ６ に 示 さ れ た 記 録 防 止 方 法 は 、 図 ４ （ Ａ ） に 示 さ れ た よ う に 記 録 防 止 フ ラ グ が 含 ま れ
た デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ と 、 図 ４ （ Ｂ ） に 示 さ れ た グ ル ー プ 検 証 フ ラ グ と を 使 用 す る 場 合 の
た め の 方 法 で あ り 、 図 ５ （ Ａ ） 及 び 図 ５ （ Ｂ ） に 示 さ れ た デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ と グ ル ー プ
検 証 フ ラ グ と を 使 用 す る 場 合 に は 、 図 ６ に 示 さ れ た Ｓ １ ０ ７ 段 階 と Ｓ １ ０ ８ 段 階 を 行 わ ず
、 Ｓ １ ０ ５ 段 階 で デ ィ ス ク 検 証 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て い れ ば 使 用 者 領 域
に デ ー タ の 記 録 を 禁 止 す る Ｓ １ ０ ９ 段 階 を 直 ち に 行 え ば よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 使 用 者 が 記 録 可 能 な デ ィ ス ク を 記 録 防 止 状 態 に 設 定 し た り 、 ま た は 記 録 防 止 さ れ
て い る デ ィ ス ク を 記 録 可 能 状 態 に 変 更 し う る 流 れ 図 は 図 ７ に 示 さ れ て い る 。 図 ７ に 示 さ れ
た 流 れ 図 に 基 づ い て 記 録 防 止 情 報 を 更 新 （ update） す る 方 法 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 図 ７ に お い て 、 記 録 再 生 装 置 に デ ィ ス ク ま た は カ ー ト リ ッ ジ が 挿 入 さ れ る と 記 録 防 止 情
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報 を 確 認 す る （ Ｓ ２ ０ １ 段 階 ） 。 使 用 者 か ら 記 録 防 止 情 報 が 入 力 さ れ る か を 判 断 し て 使 用
者 か ら 記 録 防 止 情 報 が 入 力 さ れ る と （ Ｓ ２ ０ ２ 段 階 ） 、 使 用 者 が 設 定 し た 情 報 が 記 録 防 止
な の か を 判 断 し （ Ｓ ２ ０ ３ 段 階 ） 、 記 録 防 止 の 場 合 デ ィ ス ク 上 の 該 当 記 録 防 止 フ ラ グ を 記
録 防 止 状 態 に 設 定 す る （ Ｓ ２ ０ ４ 段 階 ） 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 Ｓ ２ ０ ３ 段 階 で 使 用 者 が 設 定 し た 情 報 が 記 録 防 止 で な け れ ば 、 記 録 防 止 解 除 な の か を 判
断 し （ Ｓ ２ ０ ５ 段 階 ） 、 記 録 防 止 解 除 の 場 合 、 現 在 の デ ィ ス ク 上 に ハ ー ド 記 録 防 止 さ れ て
い る か を 判 断 し （ Ｓ ２ ０ ６ 段 階 ） 、 ハ ー ド 記 録 防 止 状 態 の 場 合 に は 使 用 者 に 記 録 防 止 を 解
除 で き な い こ と を 知 ら せ る （ Ｓ ２ ０ ７ 段 階 ） 。 Ｓ ２ ０ ６ 段 階 で 判 断 さ れ た 結 果 が ハ ー ド 記
録 防 止 で な い 場 合 に は 、 デ ィ ス ク 上 の 該 当 記 録 防 止 フ ラ グ を 記 録 可 能 な 状 態 に 設 定 す る （
Ｓ ２ ０ ８ 段 階 ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ま た 、 デ ィ ス ク 上 に 記 録 防 止 設 定 ま た は 記 録 防 止 解 除 設 定 が 完 了 さ れ る と 、 即 ち Ｓ ２ ０
４ ， Ｓ ２ ０ ７ ま た は Ｓ ２ ０ ８ 段 階 を 行 っ た 後 、 デ ィ ス ク が ケ ー ス 内 に 装 着 さ れ た カ ー ト リ
ッ ジ 状 態 の 場 合 、 ケ ー ス 上 に あ る 記 録 防 止 溝 の 状 態 と デ ィ ス ク 上 に 設 定 し た 記 録 防 止 の 内
容 が 一 致 す る か を 判 断 し （ Ｓ ２ ０ ９ 段 階 ） 、 一 致 し な い 場 合 に は ケ ー ス 上 の 記 録 防 止 溝 の
状 態 と 異 な る と い う こ と を 使 用 者 に 知 ら せ た 後 （ Ｓ ２ １ ０ 段 階 ） 、 終 了 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ７ に 示 さ れ た 記 録 防 止 情 報 を 更 新 す る 方 法 は 、 デ ィ ス ク ま た は ケ ー ス の 挿 入 時 に 行 っ
て も 、 図 ６ に 示 さ れ た よ う に 記 録 防 止 情 報 を 用 い て 記 録 防 止 を 制 御 し た 後 に 行 っ て も よ い
。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で は 、 デ ィ ス ク 欠 陥 管 理 領 域 を 使 用 し て デ ィ ス ク の 記 録 防 止 情 報 を
記 録 す る こ と を 記 述 し て い る が 、 デ ィ ス ク 欠 陥 管 理 領 域 の 代 わ り に 図 ２ に 示 さ れ た デ ィ ス
ク 識 別 地 域 を 使 用 し う る 。 デ ィ ス ク 識 別 地 域 も デ ィ ス ク 欠 陥 管 理 領 域 と 同 様 に リ ー ド イ ン
領 域 と リ ー ド ア ウ ト 領 域 に 同 時 に 存 在 す る た め 、 そ れ ぞ れ の リ ー ド イ ン 領 域 と リ ー ド ア ウ
ト 領 域 に 位 置 し た デ ィ ス ク 識 別 地 域 に 二 回 以 上 同 一 な 情 報 を 記 録 す る 場 合 、 デ ィ ス ク 欠 陥
管 理 領 域 と 略 同 一 な 安 定 性 を 確 保 し う る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 デ ィ ス ク 識 別 地 域 の 場 合 、 現 在 は 格 別 な 用 途 で 使 わ れ て い な い た め に 現 在 記 録 さ れ た デ
ィ ス ク 欠 陥 管 理 領 域 の 情 報 と 相 反 さ れ な い 長 所 が あ る 。 特 に 、 デ ィ ス ク 欠 陥 管 理 領 域 の 場
合 は Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ に の み 関 連 さ れ て い る 情 報 な の で 、 他 の 類 似 し た 光 記 録 再 生 用 デ ィ ス
ク を 考 慮 す れ ば 相 互 一 貫 性 を 保 ち に く い 反 面 、 デ ィ ス ク 識 別 地 域 の 場 合 に は デ ィ ス ク 識 別
地 域 が 特 定 の デ ィ ス ク に の み 関 連 さ れ た 情 報 で は な い た め 、 相 互 関 連 の あ る 類 似 規 格 の デ
ィ ス ク 間 に も 一 貫 性 を 保 ち や す い 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 デ ィ ス ク 識 別 地 域 を 使 用 し て 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る 例 を 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 結 び つ け て
さ ら に 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 ８ は 、 裸 デ ィ ス ク の た め の 記 録 防 止 情 報 が 貯 蔵 さ れ る デ ィ ス ク 識 別 地 域 の 構 造 を 示 す
図 面 で あ る 。 示 さ れ た よ う に 、 デ ィ ス ク 識 別 地 域 内 に 記 録 防 止 の た め の ４ つ の フ ラ グ を 同
時 に 記 録 し 、 読 出 時 に は ４ つ の う ち 正 常 な フ ラ グ を ２ つ 以 上 読 出 し て フ ラ グ の 内 容 が 一 致
す れ ば 記 録 防 止 状 態 で 動 作 さ せ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 例 え ば 、 ４ つ の フ ラ グ は 、 デ ィ ス ク 識 別 地 域 の う ち リ ー ド イ ン 領 域 に の み 記 録 さ れ 、 リ
ー ド イ ン 領 域 の デ ィ ス ク 識 別 地 域 の 最 初 の ４ ブ ロ ッ ク に 各 々 １ ブ ロ ッ ク の 長 さ （ １ バ イ ト
） の デ ィ ス ク 識 別 情 報 （ Disc identification information） を ４ 回 連 続 記 録 し 、 そ れ ぞ
れ の デ ィ ス ク 識 別 情 報 の 最 初 の バ イ ト は 記 録 防 止 フ ラ グ を 含 む 構 造 か ら な る 。 １ ブ ロ ッ ク
の 長 さ の デ ィ ス ク 識 別 情 報 の 内 容 を ま と め る と 表 ２ の よ う で あ る 。
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 デ ィ ス ク 識 別 地 域 内 の 記 録 防 止 フ ラ グ は 、 図 ９ に 示 さ れ た よ う に 最 初 の バ イ ト の 最 上 位
ビ ッ ト （ Ｍ Ｓ Ｂ ） に 該 当 さ れ 、 フ ラ グ （ “ Ｗ Ｐ ” で 表 さ れ て い る ） の 値 が ‘ １ ｂ ’ な ら デ
ィ ス ク 識 別 地 域 と ド ラ イ ブ テ ス ト 地 域 を 除 い た 全 て の デ ィ ス ク 領 域 に 対 し て 記 録 防 止 さ れ
て い る 状 態 を 、 ‘ ０ ｂ ’ な ら 自 由 に 記 録 可 能 な 状 態 を 各 々 意 味 し て い る 。 図 ９ に 示 さ れ た
‘ Ｗ Ｐ ’ の 定 義 は 次 の 通 り で あ る 。
　 WP...1b: Entire area of disc is write inhibited except for Drive test
　 　 　 　 　 zone and Disc identification zone.
　 　 　  0b: Entire area of disc is not write inhibited.
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 記 録 防 止 フ ラ グ ４ つ を 記 録 し て ２ つ の 正 常 な フ ラ グ の み 読 出 す の は 次 の よ う な 理 由 が あ
る 。 一 つ の 記 録 防 止 フ ラ グ を 記 録 す る 場 合 に は 該 当 フ ラ グ が 記 録 さ れ て い る 領 域 に エ ラ ー
が 発 生 さ れ て 使 用 で き な く な っ た り 、 読 出 し だ け は で き る が こ れ 以 上 の 記 録 は 出 来 な い 条
件 と な っ た 場 合 、 該 当 フ ラ グ を 誤 っ て 読 出 し て 永 久 的 な 記 録 を 不 可 能 に す る 等 の 異 常 （ ab
normal） 動 作 を 起 こ す 恐 れ が あ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 一 方 、 複 数 の 位 置 （ location） に 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る 場 合 、 該 当 情 報 を 読 出 す に 必
要 な 時 間 が 延 び る 問 題 が 発 生 し う る 。 即 ち 、 デ ィ ス ク を 最 初 の ド ラ イ ブ に 挿 入 し た 後 、 多
様 な 情 報 を 読 出 し て デ ィ ス ク の 制 御 に 必 要 な 情 報 を マ イ ク ロ コ ン ト ロ ー ラ が 認 識 す る 過 程
が 延 び る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 し か し 、 記 録 防 止 情 報 を 更 新 （ updating） す る 場 合 に は 、 更 新 に 必 要 な 動 作 の み を 行 な
う た め に 他 の 情 報 を 読 出 す 動 作 が な く て 数 百 ｍ ｓ ｅ ｃ （ ミ リ 秒 ） 単 位 の 記 録 時 間 は 別 に 問
題 に な ら な い 。 従 っ て 、 記 録 時 に は 、 情 報 の 安 定 性 に 重 点 を お い て ４ 箇 所 に 記 録 し 、 読 出
時 は 、 エ ラ ー 訂 正 能 力 な ど を 勘 案 し て 二 つ の エ ラ ー が 発 生 し て い な い か 、 ま た は 正 常 に 訂
正 さ れ た フ ラ グ を 読 出 し て 二 つ が 一 致 す る 場 合 に は 、 残 り を 読 出 さ な く デ ィ ス ク の 記 録 防
止 状 態 を 設 定 す る こ と に よ っ て 動 作 速 度 を 向 上 さ せ う る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 今 ま で 、 本 発 明 で 提 示 し た 記 録 防 止 方 法 は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ に の み 限 定 さ れ ず 、 Ｄ Ｖ Ｄ
－ Ｒ ／ Ｒ Ｗ の よ う な 物 理 的 な 規 格 を 有 し な が ら Ｄ Ｖ Ｄ と 関 連 の あ る 類 似 し た 規 格 に 適 用 さ
れ う る 。 こ れ に つ い て 下 記 の よ う に 説 明 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 図 １ ０ は 、 一 般 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 及 び Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 規 格 の デ ィ ス ク 構 造 を 示 し て い る 。 Ｄ Ｖ
Ｄ － Ｒ 及 び Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 規 格 の デ ィ ス ク は 、 そ の 役 割 面 で 大 き く 二 つ の 部 分 に 分 け ら れ 、
各 々 記 録 情 報 領 域 （ R-information area） と 情 報 領 域 （ information area） に 区 分 さ れ て
い る 。 ま た 、 記 録 情 報 領 域 に は 、 パ ワ ー 調 整 の た め の Ｐ Ｃ Ａ （ Power Calibration Area）
と 記 録 に 関 連 さ れ る 諸 般 情 報 、 即 ち デ ィ ス ク の 記 録 モ ー ド 、 記 録 状 態 、 最 適 パ ワ ー の 調 節
、 境 界 領 域 （ border zone） 情 報 な ど が 入 っ て い る Ｒ Ｍ Ａ （ Recording Management Area）
に 区 分 さ れ 、 情 報 領 域 は 、 リ ー ド イ ン 領 域 、 使 用 者 が 情 報 を 記 録 し う る デ ー タ 記 録 可 能 領
域 （ data recordable area） 、 そ し て Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 及 び Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 規 格 に は 、 ま だ 内 容 が
定 義 さ れ て い な い リ ー ド ア ウ ト 領 域 に 区 分 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ こ で 、 リ ー ド イ ン 領 域 は 、 図 １ １ に 示 さ れ た よ う に 格 別 な 用 途 が 定 義 さ れ て い な い 初
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期 地 域 （ Initial zone： 内 容 は ０ ０ ｈ ） 、 ド ラ イ ブ で 高 周 波 信 号 の 等 化 器 を 調 節 す る た め
に 使 用 さ れ る 基 準 コ ー ド 地 域 （ チ ャ ン ネ ル ビ ッ ト パ タ ー ン は ３ Ｔ － ６ Ｔ － ７ Ｔ ） 、 第 １ 及
び 第 ２ バ ッ フ ァ 地 域 （ 内 容 は ０ ０ ｈ ） 、 図 １ ２ に 示 さ れ た 内 容 が 入 っ て い る 制 御 デ ー タ 領
域 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 図 １ ２ に お い て 、 制 御 デ ー タ 領 域 の 物 理 的 な フ ォ ー マ ッ ト 情 報 に は 、 規 格 集 タ イ プ 、 バ
ー ジ ョ ン ナ ン バ ー 、 デ ィ ス ク の サ イ ズ 、 最 大 伝 送 速 度 、 デ ィ ス ク 構 造 （ 片 面 （ single） ／
両 面 （ dual） デ ィ ス ク ） 、 記 録 密 度 、 デ ー タ 領 域 割 当 な ど が 含 ま れ 、 デ ィ ス ク 製 造 情 報 は
互 換 性 と は 関 係 な い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 １ ３ は 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 及 び Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 規 格 に お け る Ｒ Ｍ Ａ 内 の Ｒ Ｍ Ｄ （ Recording Ma
nagement Data） フ ィ ー ル ド の 内 容 を 示 す 図 面 で あ る 。 Ｒ Ｍ Ａ は 、 シ ス テ ム 予 備 フ ィ ー ル
ド （ 内 容 は ０ ０ ｈ ） と 唯 一 の （ unique） Ｉ Ｄ フ ィ ー ル ド か ら な る Ｒ Ｍ Ａ リ ー ド イ ン 領 域 と
Ｒ Ｍ Ｄ と か ら 構 成 さ れ る 。 一 つ の Ｒ Ｍ Ｄ は 、 図 １ ３ に 示 さ れ た よ う に 、 １ ６ セ ク タ で 構 成
さ れ 、 最 初 の セ ク タ は 連 結 損 失 領 域 の た め に 割 当 て ら れ て お り 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ に は
デ ィ ス ク の 一 般 の 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ に は Ｏ Ｐ Ｃ （ Optimum Power Cont
rol） と 関 連 さ れ た 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ２ に は 使 用 者 の 特 定 デ ー タ （ 内 容
は ０ ０ ｈ ） の た め の 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ３ に は 境 界 領 域 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、
バ ー ジ ョ ン １ ． ９ の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ デ ィ ス ク の 場 合 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ か ら Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド
１ ２ ま で は 記 録 す る 度 に 記 録 の 内 訳 を 含 む 記 録 地 域 （ Recording Zone： Ｒ Ｚ ｏ ｎ ｅ ） 情 報
が 貯 蔵 さ れ 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ ３ と Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ ４ は 予 備 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ま だ 規 格 が 確 定 さ れ て い な い 反 復 記 録 及 び 消 去 の 可 能 な Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ デ ィ ス ク の 場 合 Ｒ
Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ４ に は 記 録 地 域 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 信 頼 性 を 考 慮 し て 使 用 前 の 検 証 と 使 用 中
に 現 れ る 欠 陥 管 理 ま で 考 慮 し て Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ５ か ら Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ ２ ま で は 本 発
明 に お い て 欠 陥 管 理 及 び 検 証 に 関 連 さ れ た 情 報 を 貯 蔵 す る た め に 割 当 て ら れ 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ
ー ル ド １ ３ と Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド １ ４ は 予 備 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 図 １ ４ は 、 図 １ ３ に 示 さ れ た Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の デ ィ ス ク の 一 般 の 情 報 の 内 容 を 示 す
図 面 で あ る 。 図 １ ４ に お い て 、 バ イ ト 位 置 Ｂ Ｐ ０ と Ｂ Ｐ １ は Ｒ Ｍ Ｄ フ ォ ー マ ッ ト （ ０ ０ ０
１ ｈ に の み 記 録 さ れ て い る ） 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 Ｂ Ｐ ２ は デ ィ ス ク 状 態 情 報 が 貯 蔵 さ れ 、 Ｂ
Ｐ ３ は 予 備 と さ れ て お り 、 Ｂ Ｐ ４ か ら Ｂ Ｐ ２ １ は 記 録 さ れ た デ ー タ の 日 付 と 時 間 情 報 が ア
ス キ ー （ Ａ Ｓ Ｃ Ｉ Ｉ ） コ ー ド と し て 貯 蔵 さ れ る 唯 一 の デ ィ ス ク 識 別 情 報 （ Unique disc id
entifier） が 貯 蔵 さ れ 、 Ｂ Ｐ ２ ２ か ら Ｂ Ｐ ８ ５ ま で は プ リ ピ ッ ト （ pre-pit） 情 報 が コ ピ
ー さ れ て お り 、 残 り Ｂ Ｐ ８ ６ か ら Ｂ Ｐ ２ ０ ４ ７ ま で は 予 備 と さ れ て い る 。 こ こ で 、 Ｄ Ｖ Ｄ
－ Ｒ デ ィ ス ク の 場 合 Ｂ Ｐ ２ に 貯 蔵 さ れ た デ ィ ス ク 状 態 情 報 は 下 記 の よ う に 定 義 さ れ る 。
　 (BP2)Disc status
　 00b: Indicates that the disc is empty
　 01b: Indicates that the disc is in Disc-at-once recording mode
　 02b: Indicates that the disc is in incremental recording mode
　 03b: Indicates that the disc is finalized where incremental recording is used
　 others: reserved
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 図 １ ５ は 、 図 １ ３ に 示 さ れ た Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の デ ィ ス ク の 一 般 の 情 報 を 用 い て 本 発
明 に よ る Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ と Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 規 格 の デ ィ ス ク 上 に 記 録 防 止 情 報 の 貯 蔵 を 示 す テ ー ブ
ル の 一 例 で あ る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 即 ち 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の 内 容 中 、 バ イ ト 位 置 Ｂ Ｐ ３ の 予 備 領 域 を 用 い て 下 記 の よ う
に 指 定 す る と 現 在 使 用 中 の デ ィ ス ク が 記 録 防 止 さ れ て い る と の 情 報 を ド ラ イ ブ に 伝 送 し う
る 。
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　 (BP3)Disc write protection flag
　 00b: Indicates that the disc is not write protected
　 01b: Indicates that the disc is write protected(hard)
　 02b: Indicates that the disc is write protected(soft)Entire disc shall not be 
written to except for PCA,etc.
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 本 発 明 で 提 案 す る 記 録 防 止 情 報 は 、 デ ィ ス ク が 記 録 防 止 さ れ て い な い 場 合 ０ ｂ 、 全 体 デ
ィ ス ク 領 域 に 記 録 を 防 止 す る ハ ー ド 記 録 防 止 の 場 合 ０ １ ｂ 、 一 部 の 領 域 （ Ｐ Ｃ Ａ 等 ） を 除
い た 領 域 に 記 録 を 防 止 す る ソ フ ト 記 録 防 止 の 場 合 ０ ２ ｂ で 定 義 し て い る 。 本 発 明 の 実 施 形
態 で は 、 デ ィ ス ク 全 体 が 記 録 防 止 さ れ た か 否 か を 示 し て い る が 、 図 １ ３ に 示 さ れ た Ｒ Ｍ Ｄ
は 、 以 前 の デ ー タ と 連 結 し て 新 た な デ ー タ を 記 録 す る 度 に 記 録 さ れ る の で 、 こ の Ｒ Ｍ Ｄ に
該 当 す る 記 録 デ ー タ に 対 し て の み 記 録 防 止 を 設 定 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 例 と し て 記 録 防 止 情 報 が Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の Ｂ Ｐ ３ に 貯 蔵 さ れ て い る が 、 Ｒ Ｍ Ｄ 領 域
だ け で な く 図 １ ０ に 示 さ れ た よ う に リ ー ド イ ン 領 域 と リ ー ド ア ウ ト 領 域 と を 用 い て 裸 デ ィ
ス ク に 対 す る 記 録 防 止 情 報 を 記 録 し う る 。 ま た 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の Ｂ Ｐ ２ は デ ィ ス ク
状 態 情 報 が 貯 蔵 さ れ る の で 記 録 防 止 情 報 を Ｒ Ｍ Ｄ の Ｂ Ｐ ２ に 貯 蔵 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ の 場 合 に は １ 回 記 録 型 な の で 記 録 防 止 情 報 が 更 新 さ れ な い た め に 、 Ｄ Ｖ Ｄ フ
ァ ミ リ ー と の 一 貫 性 （ consistency） を 考 慮 し 、 既 に 定 義 さ れ て い る リ ー ド イ ン 領 域 と リ
ー ド ア ウ ト 領 域 に 記 録 す る 行 為 を 意 味 す る 最 終 （ finalization） 動 作 を 通 じ て 記 録 防 止 情
報 を 示 し う る 。 即 ち 、 最 終 動 作 が 行 わ れ る と こ の デ ィ ス ク （ Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ ） が 記 録 防 止 さ れ
て い る こ と を 示 し 、 そ う で な け れ ば 記 録 防 止 さ れ て い な い こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 ま た 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の 欠 陥 管 理 領 域 （ Ｄ Ｍ Ａ １ ， Ｄ Ｍ Ａ ２ ， Ｄ Ｍ Ａ ３ ， Ｄ Ｍ Ａ ４ ） の
よ う に エ ラ ー に 備 え て 同 一 な 内 容 を 多 数 回 記 録 し て 安 定 性 を 確 保 す る よ う に Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ ／
Ｒ Ｗ の Ｒ Ｍ Ａ に あ る Ｒ Ｍ Ｄ を グ ル ー プ 化 し て １ つ の グ ル ー プ に 属 す る Ｒ Ｍ Ｄ に は 同 一 な 内
容 を 入 力 さ せ る こ と に よ っ て 達 成 し う る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ デ ィ ス ク と Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ デ ィ ス ク を 同 一 な ド ラ イ ブ で 使 用 で き る よ う に デ ィ
ス ク 内 に 現 在 使 用 し よ う と す る デ ィ ス ク が Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ な の か 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ な の か を 知 ら
せ る フ ォ ー マ ッ ト 情 報 が 載 せ ら れ る べ き で あ る 。 そ の 具 現 方 法 の 一 実 施 形 態 と し て 、 図 １
５ に 示 さ れ た よ う に 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の Ｂ Ｐ ０ 、 １ を 用 い て 定 義 し う る 。 即 ち 、
　 (BP0,1)RMD format
　 0001h for R
　 0002h for RW
　 0003h for R/RW compatible mode
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 図 １ ６ は 、 本 発 明 の 記 録 防 止 方 法 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 流 れ 図 で あ っ て 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ
の 場 合 、 応 用 拡 張 を 考 慮 し て ケ ー ス 使 用 ま で 考 慮 す る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 ま ず 、 デ ィ ス ク が ケ ー ス に 装 着 さ れ て い る か を 判 断 し （ Ｓ ３ ０ １ 段 階 ） 、 デ ィ ス ク が ケ
ー ス に 装 着 さ れ て い る と ケ ー ス の 記 録 防 止 溝 の 状 態 を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ ３ ０ ２ 段 階 ） 。 即
ち 、 記 録 防 止 溝 の 状 態 が 閉 状 態 な ら ば “ カ ー ト リ ッ ジ は 記 録 防 止 さ れ て い な い （ Cartridg
e is not write protected） ” こ と を 示 し 、 開 状 態 な ら ば “ カ ー ト リ ッ ジ は 記 録 防 止 さ れ
て い る （ Cartridge is write protected） ” こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 Ｓ ３ ０ １ 段 階 に お い て デ ィ ス ク が ケ ー ス に 装 着 さ れ て い な い か 、 ま た は Ｓ ３ ０ ２ 段 階 で
記 録 防 止 溝 の 状 態 を チ ェ ッ ク し た 後 に 、 デ ィ ス ク 上 の 記 録 防 止 フ ラ グ を チ ェ ッ ク す る （ Ｓ
３ ０ ３ 段 階 ） 。 即 ち 、 Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ 内 の 記 録 防 止 フ ラ グ を チ ェ ッ ク す る 。
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【 ０ ０ ７ ７ 】
　 デ ィ ス ク と ケ ー ス の た め の 記 録 防 止 情 報 が 相 互 一 致 す る か を 判 断 し （ Ｓ ３ ０ ４ 段 階 ） 、
即 ち デ ィ ス ク に も 記 録 防 止 情 報 が 記 録 さ れ て お り 、 ケ ー ス の 記 録 防 止 溝 も 開 状 態 な ら ば 記
録 防 止 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て い る か を 判 断 す る Ｓ ３ ０ ５ 段 階 に 進 行 し 、
そ う で な け れ ば デ ィ ス ク と ケ ー ス の 記 録 防 止 情 報 が 一 致 し な い こ と を 使 用 者 に 知 ら せ る （
Ｓ ３ ０ ６ 段 階 ） 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 Ｓ ３ ０ ５ 段 階 で デ ィ ス ク の 記 録 防 止 フ ラ グ が “ 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て い た り 、 Ｓ
３ ０ ６ 段 階 の 後 、 即 ち で デ ィ ス ク の 記 録 防 止 情 報 と ケ ー ス の 記 録 防 止 溝 の 状 態 が 相 互 一 致
し な く て も デ ィ ス ク と ケ ー ス の う ち 何 れ か 一 つ で も 記 録 防 止 情 報 が あ れ ば 、 デ ィ ス ク が “
ハ ー ド 記 録 防 止 ” 状 態 に 設 定 さ れ て い る か を 判 断 し （ Ｓ ３ ０ ７ 段 階 ） 、 デ ィ ス ク が “ ハ ー
ド 記 録 防 止 ” に 設 定 さ れ て い る と 使 用 者 領 域 を 含 む デ ィ ス ク 上 の 全 て の 領 域 に デ ー タ の 記
録 を 禁 止 し （ Ｓ ３ ０ ８ 段 階 ） 、 そ う で な け れ ば 使 用 者 領 域 に の み デ ー タ の 記 録 を 禁 止 す る
（ Ｓ ３ ０ ９ 段 階 ） 。 Ｓ ３ ０ ５ 段 階 で 記 録 防 止 さ れ て い な け れ ば 、 デ ー タ の 記 録 を 許 容 す る
（ Ｓ ３ １ ０ 段 階 ） 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
〔 発 明 の 効 果 〕
　 本 発 明 は 、 記 録 及 び ／ ま た は 再 記 録 可 能 な 記 録 媒 体 、 特 に Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ 、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ
、 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ の よ う な Ｄ Ｖ Ｄ 規 格 の デ ィ ス ク に お い て カ ー ト リ ッ ジ を 使 用 し な い 裸 デ ィ
ス ク 状 態 で も 効 率 よ く デ ー タ を 保 護 で き 、 ケ ー ス と デ ィ ス ク と の い ず れ に も 記 録 防 止 情 報
が あ れ ば デ ー タ の 記 録 を 禁 止 し て 使 用 者 に も う 一 度 デ ィ ス ク 及 び カ ー ト リ ッ ジ の 状 態 を 確
認 し う る 機 会 を 提 供 す る こ と に よ っ て 、 デ ィ ス ク 上 に 記 録 さ れ た デ ー タ を 所 望 し な い 記 録
ま た は 消 去 か ら 効 率 よ く 保 護 し う る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 図 １ 】 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の 記 録 防 止 溝 を 示 す カ ー ト リ ッ ジ の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 一 般 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の 構 造 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） と も に 、 一 般 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の 欠 陥 管 理 領 域 の デ ー タ 構 造 を 示
す 図 面 で あ る 。
【 図 ４ 】 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） と も に 、 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の
欠 陥 管 理 領 域 の デ ー タ 構 造 の 一 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ５ 】 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） と も に 、 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 を 貯 蔵 す る Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ａ Ｍ の
欠 陥 管 理 領 域 の デ ー タ 構 造 の 他 の 例 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 ６ 】 （ Ａ ） ， （ Ｂ ） と も に 、 本 発 明 の 記 録 防 止 方 法 の 一 実 施 形 態 に 係 る 流 れ 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 を 更 新 す る 方 法 の 流 れ 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 が 貯 蔵 さ れ る デ ィ ス ク 識 別 地 域 の 構 造 を 示 す 図 面 で あ
る 。
【 図 ９ 】 図 ８ に 示 さ れ た デ ィ ス ク 識 別 地 域 に 貯 蔵 さ れ る 記 録 防 止 情 報 の デ ー タ 構 造 を 示 す
図 面 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 一 般 の Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 及 び Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 規 格 の デ ィ ス ク の 構 造 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ ０ に 示 さ れ た リ ー ド イ ン 領 域 の 構 造 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 図 １ １ に 示 さ れ た 制 御 デ ー タ ブ 地 域 の 構 造 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ 及 び Ｄ Ｖ Ｄ － Ｒ Ｗ 規 格 に お け る Ｒ Ｍ Ａ 内 の Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド の 内 容
を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ に 示 さ れ た 既 存 の Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の 内 容 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 本 発 明 に 係 る 記 録 防 止 情 報 が 貯 蔵 さ れ る Ｒ Ｍ Ｄ フ ィ ー ル ド ０ の 内 容 を 示 す 図 面
で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 記 録 防 止 方 法 の 他 の 実 施 形 態 に 係 る 流 れ 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
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【 ０ ０ ８ １ 】
　 １ 　 記 録 防 止 溝
　 ２ 　 認 識 溝

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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